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1.はじめに 置主体別勤務先)

本学看護学科と本学附属病院看護部におい ③勤務先を選択する理由についての質問 25

て、平成22年度から「看護部看護学科連携 項目

ワーキング」を発足させ、教育・研究・研修・ ④附属病院を勤務先に選択しない理由 25項

職場環境などにおいて双方が連携して取り組 目(反転項目とする)

みを始めた。実際には3つのワーキンググ、/レ ③、④両者とも(とてもそう思う~まったく

ープが形成され、それぞれの課題に基づいて 思わない)の4段階で回答を求めた。

実践が行われている。 2)既卒生に対して

私たちのグループは、主に学生の奈良県立 ①基本的属性(年齢、出身地、修業年限)

医科大学附属病院(以下附属病院とする)へ ②卒業後の勤務先(都道府県、職種、設置主

の就職促進と看護部のキャリアパス、職場環 体別就職先)

境に関する内容の改善などに取り組んでいる。③現在の勤務先を選択した理由についての質

これらの取り組みにあたり検討を重ねるうち 間25項目

に、在学生、既卒生の進路に関する意識の実 ④附属病院を就職先に選択しなかった理由に

態を知る必要性が生じたため、平成23年度 ついての質問 25項目(反転項目とする)

に在学生(3年次生・ 4年次生)と既卒生 (1 ③、④の質問項目、評価方法は在学生への調

期生から 4期生)に対して、進路に関する意 査と同様であるとした。また質問項目は独自

識調査(実態調査)を実施した。今回はその結 で作成した。

果の概要を報告する. ⑤今後附属病院に再就職してもよいと思うか

ll. 在学生・既卒者に対する進路に関 について、(はい、いいえ)で回答を求めた。

する意識調査の実施 4.調査方法

1.調査期間:平成23年9月"""'11月 1)在学生に対して:学内で配布し場所と期

2.調査対象者:在学生 (3年次生、 4年次 限を設定し回収した。

生)149名 2)既卒者に対して:郵送で、配布し回収した。

既卒者(1期生・ 2期生・ 3期生・ 4期生)288 なお調査にあたっては、調査の趣冒の説明、

名 個人情報の保護に配慮すること、調査目的以

3.調査内容: 外には使用しない旨などの説明文を添付し、

1)在学生に対して 無記名で回答を依頼し、回答用紙の回収を持

①基本的属性(年齢、出身地) って同意が得られたとした。

②卒業後の希望勤務先、(都道府県、職種、設
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高い比率を示した。大学院への進学を希望す

る者が4人で、あった(表4)。

②設置主体別希望者数(第 1~3 希望)

附属病院を第1希望とする学生は 31人で

あった。その他の施設を希望する学生は残り

63人でその内訳は、附属病院以外の県立病院

4入、他の大学病院24入、その他公共施設

14入、私立病院 13人、その他赤十字系病院

など8人である(表 5)。

表4.職手重別希望者数

第 3希望

1人

4人

28.57% 

19人25人8人人数

36.54% 

全体数第3希望第2

29人9入1も入4人

m. 結果

1.在学生への調査結果

3年次生71名中28名回収(回収率39.4%)0

4年次生78名中 65名回収(回収率 83.3%)。

合計94名(回収率62.4%)であったO

1)基本的属性:年齢、出身地、希望勤務

地(表 1.表 2.表 3)

年齢については24歳以上が 10人と全体の

約 1割であった。出身地は奈良県が全体の約

半数を占め次いで大阪府が 19人と 2害[Jであ

った。他は 1~3 人の割合で北海道から九州、|

の宮崎県まで全国にまたがっていた。就職希

望勤務地は、大阪府が 27人 (28.9%)で最

多であった。奈良県は6人 (6.3%)で京都

府と同数であった。また未回答が 49人と約

半数を占めた。

表 1. 年齢と学生数

20歳

21歳

22歳

23歳

24~30歳

出歳以上

1.15'1も

第 2希望

17人

19.54% 

1人

7.14% 

79.31% 

9人

64.29% 割合

割合

人数

人数

看

護

師

一

助

産

師

一

保

健

師
n =94 

16 (人)

31 

48.08% 15.38% 割合

第1希望進学32 

人数5 

4 
100% 31.03% 55.17% 13.79% ムロ

申
立
口

6 

表 5.設置主体別希望者数
n =94 表2.出身地と学生数

全体数第3希望第2希望

16人

第1希望

31人

奈良医大病院

人数

割合

北海道52(入)奈良県

55人B人1 石川県19 大阪府

100% 

悼
町
一

糊

一

数

合

↓
人
一

l
人

制

副

の一
相
仙
一

全体数

45人

14.55% 

第3希望

11人

29，09% 

第2希望

10人

56.36% 

第1希望

24人

1 

1 

愛媛県

高知県

6 

3 

京都府

兵庫県

1 広島県3 和歌山県

100% 24.44% 22.22% 53.33% 宮崎県2 香川県

1 三重県2 島根県

全体数

37人

第3希望

B人

第2希翠

15人

第1希望

14人

37.84% 

モ創出公共

人数

割合 100% 

全体数

32人

第3希望

12人

第2希望

7人

第1希望

13人

私立病院

人数

割合 100% 

第l希望

B人

100% 

p
h
U
 

21.62% 40.54% 

全体数

10人

37.50% 

第3希望

。人

0，00% 

*その他の施設とは赤十字系病院、官公庁(保健師)

他が含まれる

21.88% 

第2希望

2人

20，00% 80.00% 

静岡県

三重県

手口歪究叫11黒

島根県

未回答

2)現在考えている卒業後の進路について

①職種別の希望者数(第 1~3 希望)

第1希望として看護師が 69人であり助産

師保健師との比較において顕著に多かった。

しかし助産師と比較すると保健師は第2希望

25人 (48.1%)第3希望 19人 (36.5%) と

n =ニ94表 3.希望勤務地

1 

エ

1 

27(人)

6 

6 

大阪府

奈良県

京都府

東京都

岐阜県

1 1 

40.63% 

一
叫
一
胤
蛤
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3 )勤務先を選ぶ条件について

( 1 )勤務先を選ぶ条件について

勤務先を選ぶ条件 25項目について4段

階で回答を得たものを、さらに「思うJ、「思

わない」の 2群に分類し降順(図 1)に示

した。「思う」の上位3位をリストアップす

ると 1位「教育制度が充実しているJ88人

(93.6%)、2位「勤務体制が希望に合って

いるJI研修施設が充実しているJ87人

(93.5%)、3位「院内の施設設備が充実し

ているJI職場の雰囲気・人間関係がよしリ

85人 (90.4%)と高い割合で続いている。

一方、最下位から見ると、 )1慣に「奨学金

制度があるJ35人 (37.2%)、「家族、知人

が勧めたJ48人 (51.6%)、「保育園・託児

施設があるJ51人 (54.3%)で、あった。

( 2 )勤務先を選ぶ条件(決め手となる 3

つを選択) について

この質問は先の勤務先を選択した理由と

してお項目すべてに4段階で回答した上に、

さらに同じ質問項目を使用し、その中でも

特に決め手となる 3つの条件の選択を求め

たものである。図 2は3つ選択した結果を

多い)1聞に示したものである。 1位は「職場

の雰囲気。人間関係がよし¥J55人、 2位「教

育制度が充実しているJ38入、 3位「給与

や手当が希望に合っているJ21人であった。

( 3)決め手となった理由(上位3位)

次に決め手となった理由の具体的な内容

をみると、 1位の「職場の雰囲気・人間関

係がよしリは直接仕事と関係することであ

り、よい環境で仕事ができるということは

楽しんで、仕事ができ、また長く続けるうえ

で最も重要であると位置づけていた。 2位

の「教育制度が充実している」は、新人の

聞にしっかり教育してもらいたい、教育を

きちんと受けることでよい成長が期待でき

る、また看護技術に不安があるので教育を

しっかりしてほしいなどの記述がみられた。

次に 3位の「給与や手当が希望に合ってる」

の理由として、生活力として収入は大事、

働きに見合った給料をもらうことで、仕事

への動機づけになるなどの意見があった

(表 6)。

戦議の雰翻気・人防関係が良い

得手IJ淳史が3EE宅レている

B揺す看i動喫i書されている

i重勤が侵害lj

自分のやりたい養護が出来る

給与や手当が希望{こ合っている
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図1.勤務先を選ぶ条件
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再就職支録制震がある翻 Z

g擦とする看護織がいる徹 2

奨学金制度がある現 1

家族R 知人がすすめた豆 1

役宅・寮が充実している廼 1

{呆斉調・託児施設がある D 

主主任をもたせてもつえそう 口
未回答附欄概蜘糊糊 22

その他淵 2

図2. 勤務先選択時の決め手となった 3つの条件
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表6.職場選択で決め手となった理由

決め手となった理由 1位 1際舞の雰囲気・人間関係がよい

.職場の雰囲気、人間関係がよい

-よく人間関係が大変だときくから

-働くのが苦痛でなくなるようにするため

ーインターンシップに参加して、職場の雰囲気が良かった

-働く上で、スタッフ同士の連携が患者さんにも影響すると思うから

.長く続けるためには必要であると思う

ー職場のメンタルハルスは勤務継続に震要

-雰囲気や人間関係は、そのまま仕事にち出ると思うか5

，職場の雰囲気・人間関係がよい。もっとち一番大切だと思うから

.自分自身が良い環境にいる方が仕事力楽レめそうだから

-仕事を行う上で、相談に乗ってもらえたりできる環境の万がよい

・職場での人間関係が悪いとしんどくて仕事力できないように思うため

.人間関係や雰囲気にとてち敏感なので

決め手となった理白 2位教育制度が充実している

.ちゃんと働けるようになりたいので。

-新人として扱われるのは初めα南院だけなので、しっかり教育してもらいたい

目新人NSとして働くために教育は大切だと思う。

-看護技術に不安がある¢で、教育をしっかりしてほしし山ら

!教育制度が充実している方が安心する。心強い。

・働きながらち学び続ける姿勢在持ちたいから

・看護職としてスター卜する上で、 i重要だと思う。医療¢世界lま新しい事が多い0

.院内・防ト研究力行われている。ラダーが明瞭である

-教育制度力充実している病院は、スタッフち患者も大切にしていると感じるから

・1妻子するっちりで選びたかったので、一番重要だった

・実習やインターンシッブの時、新人教育がしっかりしてると思った

.離職につながる

.看護師とじて良い成長が出来る

決め手となった理由 3位給与や手当力f希望に合っている

.将来に向けて貯金したい

-長くつづけられるから

-どうせ働くなら給与は良い方が良いから

給与や手当が希望にあってないと生活ち仕事ちしんどくなりそう

t 生活力として収入は大事

-経育的な視点も必要となってくると思うから

-親の支援をうけず自立できるようになりたいため

白人¢命を扱う職として最低限の給料はもらいたい。

生活していくために必要闘のだから

-自分が働いた分に見合った給与力もらえることで、また頑張ろうと思えるから

.給与が仕事内容にあっていないと、やりがいを感じないため

4)勤務先選択における情報取得について

3つ以内の複数回答を求めたところホーム

奈良看護紀裏切L9.2013

ページ、病院見学、説明会の順で多く見られ

た。一方親や友人を情報源とするのは少数で

あった。またその情報は思った通りで、あった

か否かの聞いには、約 6害!の学生が思った通

りであったと答え、思った通りではなかった

と答えたのは 1割半でありその主な内容は、

雰囲気が人によって感じ方が違う、{動く看護

師の表情や話を聞きさらに良いイメージをも

ったO などで、あった(表 7.表8.表9)。

表 7. 情報の取得元と人数 (3つ選択可)

ホームページ 57 20.14% 実習 23 

病院見学 50 17.67% インターンシッブ 23 

説明会 46 16.25% 友人 B 

)(ンフレット 38 13.43% 親や友人 7 

先輩 31 10‘95% その他 。
全体 283 

8 その情報は思った通りで、あったか

設問内容

思ったとおり

少し違った

全然違った

未回答

全体

選択数 割合

57 60.64% 

13 13.83% 

1 1.06% 

23 24目47%

94 100.00% 

8.13% 

8.13% 

2.83% 

2.47% 

0.00% 

100~も

表 9. 情報の「少し違った」、「全然違ったJの内容

-予想よりち病院が狭く、きれいではなかった。職面でのギャップが大きかった

. 実習に入った友達がすごくしんどいと言っていた

-実断こ見ると、雰由気や看護師、患者の~育などに遣いがあると感じた

-職場の人間関係1;):)(ンフレットでは見えない。実習等で体感してはじめてわ力¥;)

. 雰囲気が人によって感じ方が遣う

・面接時に年齢のごと、何度ち繰り返し覧問され不安な気持ぢになった(奈良医大)

ー看護師にち奨学金制度を取り入れてほしい

・自分O)~~らなかった情報まで病説見学や説明会で知る事かTきた

-働く看護g~の表酔話を聞き、さらによいイメージをjわた。(やりがい、楽しさ)

. 基本給力唱っていたより抵かった

5)附属病院を就職先に選ばない理由

( 1 )附属病院を就職先に選ばない理由につ

いて

先の勤務先を選ぶ条件として使用した、同

内容の質問票(25項目)により(とてもそう思

う~まったく思わなし、)の4段階での回答を

求め、 52人の回答があった。さらにその結果
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を「思うJ["思わなしリの 2群に分類した(図

的。附属病院を就職先に選ばない理由の「思

う」の上位を占めたのは順に、「立地条件が悪

い・都市音防五ら遠しリ 35人 (67.3%)、「実家

から遠し¥J、「地元でなしリ 30人 (58.9%)、

「通勤が不便」、「社宅・寮が充実していなしリ

28人 (53.8%)で、あった。

立地条件が惑しい都市議かも迷い

実家から遠レ

地元てない

通勤が不便

社宅・寮が充実していない

職場の雰囲気4人間関係が悪い

設内の設儲・海設が充実していない

家族a知人がすすめI;h.った

休暇がとりにくし、

給与や手当が希!ii!1こ合わない

実i当時の指導がよくなかった

E自分のやりた、 ì~言設ができない

研修施設が充実していない

勤務捻制が希it(こ合わない

目指す繁謬か実践され亡いない

教1号制度が充実J-Cいない

目標とする看護殺がいない

福利浮::E b~充実Jていなレ

保育関・託児絡設が条件iこ古わない

実径が愛そう

やりがいかなさそう

禦学金制度がない 1 

詰j級生・先裂がいない 1 

再就職支j妨;IJ!主がない

人数

富恵、う告患わない謹来Ilil答

図3. 附属病院を勤務先に選ばない条件

(2)附属病院を就職先に選ばない条件(決

め手となる 3つを選択)

決め手となる 3つの条件を選んでもらった

結果多い)1慎に、「実家から遠い」、 20人

(12.8%)、「立地条件が悪い・都市部から遠

しリ「通勤が不便J["地元でなし¥J["職場の雰囲

気・人間関係が悪しリ以上4項目は同率で 13

人 (8.3%)で、あった。

n=156 

2耳宣言かり選い 糊W措 W糊桝明糊掛糊 20

立地芸員件が惑い。都市部から遣い問抑制問 13

過激が不便貯仰糊糊問 13

地元ぜない蹴鞠概，...必脚 13

1詑携の雰閤気・人間持者係が主主い 陣棚鋭-榊酬 13

社宅寮が充実していない抑制糊 7

限内の設1鴻・続設が充実していない ψぽ d糊 7

実習時の指揮がよくなかった附端端 5

自分のやりたい看護ができない附幼棚 5

休暇がとりに<l¥ 開刷 4

家族知人がすすめなかった醐議 3

給与b手当が希望(乙合わな;，..¥ 糊 3

教者制度が充察Lノていない問 3

資{壬が重そう~ 2 

7届 1iJí~罪まが充実していない問 2

8分がEJ1旨す警護力、実践されていない閑 2

やりがいがなさそう.1 

目標とする看護識がし 1ない持 1

同級生・先主主がいなしも 海 1

勤務体制が希室に会わない溺 1

研修施設が充実していない ~ 1 

奨字金制度がたよL、 。
再就職支援制度がない 0 

1某湾盟副託児施設が殺件lこ吉わない 日

未回答

そのi也 O 人数

図4.附属病院を勤務先に選ばない決め手となった

3つの条件

2. 既卒者への調査結果

288名中 90名の回収(回収率:31.2%) 
で、あった。

1 )基本的属性(年齢、出身地、勤務先住

所)

本学看護学科は、調査実施時において卒

業生をまだ4期生を輩出したところである。

そのため年齢はほとんどが 30歳までであ

る。出身地は奈良県が最多で40人(44.4%)

であり、次いで、大阪府の 24人 (27.1%)

となり他はー桁台で、あった。しかし、勤務

先住所は奈良県29入、大阪府 32人と出身

地と逆転した結果で、あった。 1 番目 ~3番

目の勤務先を設置主体別に見ると、中・小

規模を 17人が民間の医療機関を27人が選

択していた(表 10~16) 。

-64-
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在学生対象の調査と同様に職場を選ぶ条件

25項目について4段階で回答を得たものを

さらに「思う」、「思わない」の 2群に分類し

順(図 5)に示した。

「思う」の上位から順に、「勤務体制が希望

に合っているJ72人 (80.9%)、「やりがいが

ありそうJ["職場の雰囲気・人間関係が良い」

67人 (75.3%)、「通勤が便利J66人 (74.2%)

と大差なく続いている。下位の項目をみると

「奨学金制度があるJ13人 (14.6%)、「実習

時の指導が良かったJ17人 (19.3%)、「再就

職支援制度があるJ20人(22.5%)で、あった。

n=90 

1

1

1

1

1

1

 

9(人)

24 

5 

表 11.出身地と人数 n =90 

奈良県 40(人〉 愛知県

大阪府 32 和歌山県

京都府 4 滋賀県

静岡県 4 福井県

三重県 2 山口県

兵庫県 2 鹿児島県

27 

17 

8 

表 10.年齢と人数

26~30歳

31車需品しと

24揺E

25車境

22薦書

23歳

n =90 

勤務体制が希望!こ合っている灘輯輯n人臨覇圃1.6人1λ

やりがいが制そう i鐸盟鶴67輯 輯 盤1913

職場の雰囲気・人間関係が良い灘盟盟67瞳韓鵠璽 2012

通脚宣勤蜘a幼糊力

数鯛宵制糊度悶実叩1る j輯輔65鱒臨2212

責肢もたせてもらえそう灘翻61錦繍議27翠1

休j主帆s

?福制喜剖利厚駐生が州充実乱してnい、③る ;灘輔趨輔踊 571必富輯輯霊鐙護3丸1翠 1

自分が自酎;指旨す看護が実銭されている !噂語冨輯5幻7揺聾輯霊麓塁2幻7翠 51
自分のやりたい輔が出来る灘盟問題髄寵譲29翠 41

地元 で あ る 溝 轍S4題盟麟33警護z

実家に近い i鰭鶴53襲輯欝欝3S盤 1

酬の設備・施設が充実している灘蝿 50輔擁護襲35鱗 41

研修施設が充実している{鞠盟49鱒醗鱗38議選2

立地条件が良い・都市部に近い嘩輯4611輯寵鱗41麟 2

目標とする看護識が同;鯛46髄麟羽織41

給与や手当が希望l拾っている i舗磁46瞳麗麟41鶴 z
同級生'先輩がいる 1嘩複41盟盤盤霊46il警護2

家族・知人がすすめた j舗調38覇罷議翠49翠議2

社宅・寮が充実している灘29韓議機57鶴騒3

保育園託児施設がある;時 24蹴翻62鰯議3

再就職支援械がある j導2日寵錦織67踏 襲 露z

実習時の指導がよかった jS17麟盤盤62麓 議 選101
奨学金制度がある il13鶴翻72露露盤41

n=89 32 

4 

29 

大阪府

兵庫県

奈良県

福岡県

未回答

2 

1 

z 2 

15 2 

n =90 表13且 1番目の勤務先制E職期間

全体数3年未満 4年未満 4年以上未回答1年未満 2年未満在職期間

人数

割合

90 17 17 26 27 

羽田00% 28.89% 18.89% 18目的%1.11% 2.22% 100目。0%

君主14. 職種別希望者数

第一希望第二希望第三希望

0.67 

1 

0.33 

0 

之

0.37 

3 

0.16 

7 

7 

0.63 

20 

0.22 

10 

56 

人数

合
一
数

割
一
人

人数

割合

看

護

師

産
師
一
保
健
師

0.00 

表 15.

0.37 

勤務先施設の規摸と人数

0.11 割合

l -…回答 j 
図5. 勤務先を選択した条件

1∞ 50 。未回答

35 

10 

0 

勤務先施設の規模ι人数

大 中小

38(人) 9 8 

3 1 3 

o 1 1 

勤務先規模

1番目

2醤自

3番目

1~3 番目の設置主体と人数表 16.

(2)就職先を選ぶ条件(決め手となる 3つ

を選択)

その結果を降)1債に示した(図 6)。上位から

)1慣に、「勤務体制が希望に合っているJ28人

(10.5%)、「実家に近いJ27人 (10.1%)、

未回答

17 

z 

表12.1番目の勤務場所

北海道 1(人)

東京都

神奈川県

静岡県

京都府

公的機関

46 

5 

民間

27(人)

10 

設置主体

1番目

Z番目

3番目
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2)勤務先を選択した条件

( 1 )勤務先を選ぶ条件
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「教育制度が充実しているJ24人 (9.0%)

と続いている。

(3 )選択時の決め手となった理由(図 6)

1位の「勤務体制が希望に合っている」の

理由として、 2交代制を支持する意見と、家

族の都合などにより、夜勤がなく土、日が休

みであるため働きやすいという理由が記され

ていた。 2位の「実家に近い」は実家に生活

の基盤をおいて、そこから遠くない距離の医

療機関で働きたいという意見が述べられてい

た。 3位の「教育制度が充実している」は、

新人の聞に特に弱い技術などを中心に、教育

プログラムがしっかり組まれている、大学病

院などで教育を受けたいという思いが記され

ていた(表 17)。

n =2fl7 
勤務体制が希望!と合ってい否

実家iZ近い

教育制度li充実している

同級生・ 5干灘h丸、る

地元である

戦場の雰囲気・人間関係がよい

自分のやりたい看護ができ吾

選勤が使用j

複利厚生力明度してい奇

休暇がとりやすい

やりがいがありそう

自分が活指す種護が実践されてい吾

立地条件が良い・都市部{ζ近い

実習時の指導がよかった

院内の設備・施設が充実している

目標とする看護蜘わる

給辱や手当が希望に合っている

社宅・5誌が充実レている

賛任をちたせてちらえそう

家族・知人がすすめた

研修B儀初予充実している

保育翻・託児施設がある

奨学金制度がある

再就職支媛制度がある

モトの他

未回答

自人 10人 20λ 30人

28 

27 

24 

22 

22 

15 

13 

12 

12 

10 

7 

6 

図6. 選択時の決め手となった 3つの条件

表 17.職場選択で決め手となった理由仕位3位)

1依勤務体制が希望に合っている

2交代の病院定希望していた

夜勤がない.土日祝日が休み.

自動のみの仕事であ答

平日、白勤のみを希望していた

人員が多いと急な休みち取れる

自動のみの犬劫守体力を考えたときによかったため

主人の休みに合わせてくれ否ため働きやすい

生活Ijズムが整えられる

子どちがいるのでパートで希望を聞いてちらえている

夜勤の開始時間や頻度が希望に合っていた

体に負担なく続けられ否と思ったので

2位実家に近い

自宅から通いたかったか5

築家に近い

とりあえずお金を貯め苔ため

自宅から30分で通勤可能なので

自宅から通えることが第一条件であったため

家族からのサポートを受けやすく安心

実家まで自転車で5分程の場所にある

一年目は、体力的にち精神的にちしんどくなることち考

え、独り暮らしは避けたかったロ

3位教育制度が充実している

教育制度の充実

新人教育に力を入れているから

生涯看護師として働いていくためには成長を続けていく必要があるから

一年を通じてゆっくりと職場に貫らしてもらえた

大学病院で、教育制度が整っていそうだつたから

. 最初のlヶ月は念同研修で技術演習等がある。

全体分娩件数が多く、 1年目から数多くの分娩介助につかせてもらえる

就職前後!こ技術面での研修等があり自信につながった。

新人教育制度、卒後教育体制が充実している。

l年目なので基礎を身につけたかった

新人研修が定期的 (1町月)にある

管理職になるための制度力濯っている

- 説明会での説明で、充実していると思った固

ローテーシヨシ研修がある

職場の教育体制が明確に説明されていた

3) 勤務先選択における情報取得について

( 1 )情報の取得元は主にホームページ、説

明会、病院見学、実習など、からであった。

(2 )次にその情報の真偽について訊ねたと

ころ、「思った通りだったJと、「思った通り

で、はなかった」が約半半の割合で、あった。「思

った通りで、はなかった」の具体的な内容は、

n
h
U
 

F
O
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し¥J48人(75%)、「地元でないJ47人

(73.4%)、「立地条件が悪い・都市部から

遠い」、実家から遠い 45人 (70.3%)と続

いている。

(2 )選択時の決め手となった理由(決め手

となる 3つを選択)

上からJI贋に、「実家から遠し、J26人

(13.5%)、「地元でない」、「職場の雰囲気・

人間関係が悪しリ 18人 (9.3%)と続いて

いる(図 8)。

次にこれら理由の具体的内容(表 21)は、

学生時代に親元から離れて生活して辛かっ

たから実家から通いたい、や奈良県以外の

出身者で地元から職場へ通勤したいという

希望が見られた。また職場としてみたとき

実習時や先輩からの情報により、人間関係

の面で問題を感じている様子が記述されて

表 20にその一部を示すように、看護師、保

健師、助産師それぞれに多様な内容が出され

ていた。それは、入職前に得た情報により思

い描いた内容との比較において差が大きかっ

たものがあり、その具体的なものとして特に

人間関係の悪さ、仕事内容の相違、給与や手

当、休暇の取りにくさ、福利厚生面の不備な

ど多岐にわたっていた。

4.88% 

3.90% 

8.78% 

4.88% 

7.80% 

表18. 勤務先育報取得元 (3つ選択可)

ホームページ 43 20.98% インターシシッブ 10 

パンフレット 17 8.29% 親や知人 日

実習 22 10.73% 先輩 18 

病院見学 29 14.15% 友人 10 

説明会 32 15目61% その他 16 

表 19.その情報は思ったとおりであったか

-

l

v

i

v

'

o
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月

d
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い
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A叶

F
D

、九

劃
一
回

4

1

4

u

m

選択数

45 

37 

3 

4 

89 

設 問内容

患ったとおり

少し違った

全然違った

未回答

全体

硲思う踊患、わない鵠未回答

図7. 附属病院を就職先に選ばない理由

表20目その情報は「少し遣ったJr全然違ったJの内容

教育制度力濃いすぎて休日等の研修が多い.

入社前の説明会で言っていたことと給料や仕事が違ったため

-保健都であるが病院の日直・当直でNSの仕事ちしなければならない

新人教育は、看護部では努力している力明場での教育は放任傾向にあるt

還ったというよりは、働きはじめて見えてきた現状が多くて戸惑った。

職場での人間関係や、仕事内容が想像以上に激務、

-全く予想していなかったところに配属先になったため

人間関係が入ってみたら悪力った。異動した。

内部の事青は入ってみないと分からない

勤続年数により関われない助産業務があり(入職前には知らなかった)

. 離職率が高く、無理な仕事量が多い

分娩件数の割に古くて分娩台の台数も少ないことを入職してから知ったe

個人病院なので‘福利厚生力情実していなし¥，

人間関係最悪、やりたい勉強(領域)できない， (配属の希望通らず)

保健櫛の仕事の細かい部分まで学生時代は分かつていなかった。

保健所実習があれば政令都市で働く際初参考になったかもしれないa

給与や手当が書いてあるものより低かった。

休みがとりにくい.仕事に見合コた給料でない。

思ったより急性期で八一ドである

-67-

4)附属病院を就職先に選ばない理由

( 1 )附属病院を就職先に選ばない理由

図7は在学生と同じ質問票により附属病

院を就職先に選択しなかった理由を見たも

のである。 64名が回答した。「思う」の上

位から順に「職場の雰囲気・人間関係が悪
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し、Tこo

n=192 掛 か ら 遠 い 戸 問 問 問 棚四 26

地元でない! 四"，0

職場の雰囲気・人間関係が悪い 「可申同町明一向叩…町一 18

通勤が不便酷蝿醐輔醐輔輔醐 13

自分のやりたい看護ができない: 13 

実習時の指導がよ〈なかった陣輔踊醐醐 12

醐醐臨醐 9
立地条件が悪い・都市部から速い

自分が目指す看護が実践されていない

勤務酬が希望に合わない物糊 8

7土宅・寮が充実していない伊醐醐 7

指曜観輔踊 6
休暇がとりにくい i 

蹄鵬縫 4教育制度が充実していない

陣轍 3給与や手当が希望に合わIJい

質問差そうiu112

窃擦とする看護職がいない符 2

詞級生'先惑がいない f醐 Z

家族・知人がすすめなかった拘 2

醐 Z院内の設備・施設が充実してい屯い!

再就職支按制度がない~ 1 

捧 1保育園・託児施設が条件に合わない i

奨学金制度がない j口

やりがいがなさそう :0
海軍i厚生が充実していない :0

研修自織が泥乱ていないご一… ω … ふ数m

o 5 10 15 20 25 30 

図8. 附属病院を就職先に選ばない決め手となっ

た3つの条件

表 21.附属病院を捌哉先に選択しない理由(1~3

出

1位実家から遠い

実家から通えるところで就職した力、った

・学生の後半一人暮らしをしたが不便さを感じた

.大阪で働きたいため

.地元に帰りた力、った.

・実家が兵庫県であり親が病身で高齢であるため

-ずっと続けたいので通勤が便利なことは重要だった

.一人暮らしは家族と離れて辛かった

2位職場の雰囲気・人間関係が悪い

人間関係があまり良くないと簡いていたから

実習中、雰囲気が悪い部署が多かった

先輩から人間関係の悪さなど聞いていたから

厳しいと噂されることが多かった

職場の雰囲気・人間関係が悪い

病棟(旧館)が古い、暗い

2位地元でない

奈良から出たかったから

地元の医療の質向ょに努めたかった

地元での醐哉は大学入学時から決めていた

奈良出身でないため

3位運動が不便

駅から遠い

職員駐車場がいつもいっぱいである

電車の本数が少なく、大阪市内より速い

通勤が不便

近鉄の本数が少ない

寮ゆ条件が患い

3位自分のやりたい看護が出凍ない

.小児科!こ行けるとは限らないのii不安だった

.保健師として働きた力ったから

-地域で働きたかった

・看護師がみな業務的で‘患者へのホスピタリティがまるでなかった0

.大学病院は異常が多く、助産師主体ではなく、医師主体だから

.大学病院のためできる手技が少ないB

-正常分娩を多く経験したいと思ったから

-助産師として最初は、正常な分娩が多い病幌に行きたかった0

.希望の部署に配属される確信がな力った。

・点滴をドクターがうつので、点商における技術UP力T難しい、

.大学病院というところなので、きっと重症ばかりだろう...と

再就璃

人数

善H歪27

表 22.附属病院への再開哉の希望者数

(~I-、

16 

23.19~も

し、し、主主

52 

75.36~も

未回答

1 

1.450/0 

3.現状からみた課題と今後の方向性

全体数

69 

100~も

以上、本学看護学科の在学生・既卒者両者

を対象とした調査の概要を報告した。

回収率から考えると全員の意向や意識を代

表しているとは言い難いが、しかし彼らの進

路に関しての考えや意識の一端を窺い知るこ

とはできる。その中から、今後に向けての課

題や方向性を検討する必要があると考える。

下記にそのいくつかを挙げてみる。

1) まず職場選択において重要視している主

なものとして(順不同)

①職場の立地条件の良否に着目(都会志向、

通勤の不便さなど)
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②地元や実家からの通勤に対する高いニード

(主に他府県からの学生)

③職場の雰囲気や人間関係の良さからくる働

きやすさの重視

(実習や先輩から聞いて知っている附属病院

の実情と、情報のない他施設)

④整った教育体制のもとでの十分な教育の期

待

(特に新人教育の内容を重視)

2) I勤務先の情報はその通りだったか」の質

問に対して、半数が違った・少し違ったと答

えていること、またその具体的内容において

はさまざまな内容であり、情報通りでなかっ

たケースが多くあることがわかった。期待し

ていただけに失望も大きいことがうかがえた。

3) ~付属病院以外の施設への就職者に対して

再度附属病院へ再就職を希望するかの質問

(表 22)に対して、「はしリは 16人(23.2%)

で、あった。

2)、3)から考えると、卒後も継続して再

就職を呼び、かける機会があってもよいのでは

なし¥かと考える。

今回の調査結果において抽出された課題を

中心に、今後看護部一看護学科のワーキング

において、引き続き検討してし、く予定である。
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